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本木昌造　1824－ 75年

文政7年6月9日（新暦1824年7月5日）－ 明治8年／ 1875年 9月 3日

本 2015年は本木昌造140年忌



阿津坂 實　あつさか　みのる

1915年（大正4）9月12日 － 2015年（平成27）5月7日　行年99



上図：1868年（明治元） 長崎製鉄所（頭取　本木昌造）が長崎浜の町に架設した、わが国

初の「くろがね橋」（鉄橋）。欄干の擬宝珠はいまも「三菱長崎造船所史料館」に保存され

ている。

下図：1834年（昭和9）本木昌造頌徳会によって、長崎諏訪公園に本木昌造の椅子に腰

を掛けた座像が建立された。「くろがね橋」の擬宝珠が左右に見える。戦時下の金属供出

令の犠牲となって、わずか10年の短命で消えていった。

【出典：『長崎印刷百年史』 長崎県印刷工業組合、昭和45年11月3日】



1954年（昭和29） 日本印刷工業会が建設総代となり、長崎の「本木昌造顕彰会」によって、

ところも同じ、長崎諏訪公園に再建された本木昌造立像。



1945年（昭和20）8月9日、米軍による原子爆弾の投下により、長崎県庁庁舎が炎上し、

そのとき近接していた「雨宮病院」も類焼した。戦後その跡地は材料置き場やローラースケ

ート場として使用されていた。1960年（昭和35）自治会館の建設工事がはじまり、俗称：

厳流坂の石垣も消えた。翌年9月、地下一階、地上五階の近代建築となったが、2014年（平

成26年）全面改装され、「新町活版所跡」碑も建物角地から中央部に移設されている。

活字鋳造と活版印刷の発祥地のひとつであった〈新町活版所・新町私塾〉跡。通称「萩屋

敷」とされた跡地は、新町活版所移転閉鎖ののち、英語学校「済美館」から、料亭常磐、

料亭初音をへて、1902年（明治35）ころからは「雨森病院」となっていた。当時の敷地

はひろく、現在の長崎検察庁官舎付近までがその敷地だったとされる。

新町活版所跡──わが国民間活版企業の始まりで、石垣の上にあった。

現在長崎県自治館が崖下から建って石垣の跡もない。写真は昭和9年ごろ。

自治会館上角地に記念碑がある







本図の鐘の写真は、桜井孝三著「本木昌造、平野富二　異聞」に掲載されている桜井氏撮

影になるものである。『東京都の歴史散歩』によると、中之郷地区の中心部にある大御堂

の堂内にヴィクトリアと銘のある洋鐘が保存されているとしている。しかし、現在は左上の

写真で示すように中之郷にある大御堂の軒下に吊るされており、横の玉石垣の傍らにその

説明板が立てられている。

相川浦は、正しくは藍ヶ江浦。八丈島の南端にある小岩戸ヶ鼻の岬の付け根にある南面し

た入り江で、中之郷に属している。天保7年（1836）、地役人兼御船預山下平治為民が

廻船本湊に伺いを立て湊として開拓したと伝えられている。〈『八丈実記巻六』〉

本木昌造、 平野富二らがヴィクトリア号で漂着した「相川浦」を現地調査

正しくは「藍ヶ江浦」と特定した（阿津坂 實氏、 桜井孝三氏）

八丈島中之郷地区にある大御堂 ヴィクトリア号の鐘
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